
日本生協連　小麦粉の供給額の推移
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日本生協連における国内麦商品の取扱い状況について

• 日本生協連では、薄力粉、および強力粉あわせて10アイテムのCO･OP商品を開発し
ています。2002年度の売上高は約４億７千万円となっています。（その他、単協開発
のCOOP商品もあります。）

• 日本生協連取扱い商品のうち、国内麦の比率は2001年度は６割近くありました。しか
しその比率は低下傾向にあります。2002年度には５割を割り込みました。外麦を中心
に特売比率が高まっています。

１．国内麦の小麦粉について

(%)（百万円）

日本生活協同組合連合会
政策企画部長 小熊竹彦
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２．国産麦を使った加工食品について

• 国内麦を使った加工食品は、生協らしい商品として展開してきました。日本生協連
では、うどんなどの乾麺はもちろん、スパゲッティやインスタントラーメン、カップ麺
などでも国内麦を利用した商品を開発してきました。国内麦を使用した商品の売
上高は2002年度実績で21億円になっています。

• それぞれのカテゴリーに占める国内麦商品の比率は、ミックス粉（ホットケーキミッ
クスやお好み焼き粉など）は３割程度、乾麺やパスタは 10%台となっています。菓
子は１％。しかし、全体として比率は低下傾向にあります。

• 一番の売れ筋は国内麦スパゲッティで約1500万円（2002年度実績）の売上となっ
ています。

各カテゴリーにおける国内麦を使った
商品の占める割合
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▼国内麦シリーズのNO１商品

国内麦スパゲッティ

国内麦使用の加工食品の売上高推移
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生協におけるアレルギーと上手につきあうための商品について

日本生協連では、1995年にアトピーアレルギー
と上手につきあう商品ための商品の開発をしまし
た。２つの視点で開発を行いました。

①スキンケアに力点をおいた商品。

②５大アレルゲン（開発当時）といわれる原材料
（卵・牛乳・大豆・小麦・米）から除去した食品で、
子どもに人気の食品。

当初は８品開発しました。その後リニューアルな
どを経て、2002年度実績は計12品目、およそ２億
４千万円の売上規模となっています。

日本生活協同組合連合会
政策企画部長 小熊竹彦

１．アレルギーと上手につきあうための商品の開発

２．チラシの作成

無店舗販売においては、多くの生協でアトピー
アレルギーと上手に付き合うための商品を特集
したチラシを作成して配付をしています。

日本生協連においても1998年より「すくすくく
ん」という名称でチラシ作成をしています。加工
食品と菓子を中心として取扱い、年間およそ
7000万円程度の売上となっています。

【供給高ベスト５】

３．米関連商品について

特定たんぱく質（アルブミン・グロブリン）をおよそ95%カットした、越後製菓「Ａカット
ごはん」というレトルト米飯をチラシで扱っています。４月～１０月までの実績で2,500
個弱、約600万円程度の供給となっています。日本生協連で作っているチラシでは
加工食品や菓子を中心として取扱っているおり、米そのものの取扱いは行っていま
せん。

商品名 供給高※

1位 しその実油 444 万円

2位 マヨドレ 363 万円

3位 CO・OP卵を使っていないボーロ 225 万円

4位 ＣＯ・ＯＰこどもクッキー 186 万円

5位 ＣＯ・ＯＰぶたそぼろ 169 万円

※2003年4月～10月

※前々回の食糧部会において、米問題との関係で、生協のアレルギー関連の商品に
ついてのご質問がありましたので紹介させていただきます。
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